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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　同軸上に配置された第１及び第２回転軸であって、それぞれ、駆動源に作動連結される
ポンプ軸及び回転動力を出力するモータ軸として作用する第１及び第２回転軸と、前記第
１回転軸の軸線方向中央部に相対回転不能に支持されて油圧ポンプとして作用する第１ア
キシャルピストン部材及び前記第２回転軸の軸線方向中央部に相対回転不能に支持されて
油圧モータとして作用する第２アキシャルピストン部材と、前記第１及び第２アキシャル
ピストン部材を収容し且つ前記第１及び第２回転軸のそれぞれの軸線方向一端側及び他端
側を一端側軸受孔及び他端側軸受孔によって軸線回り回転自在に支持するハウジングとを
備え、前記第１アキシャルピストン部材は、ピストンの自由端部と係合する斜板が揺動軸
線回り揺動可能な可動斜板とされた可変容積型とされており、前記可動斜板は、揺動軸線
回り回転自在に前記ハウジングに支持された基部と、前記基部に支持された状態で前記ピ
ストンの自由端部に係合する斜板本体とを有しているアキシャルピストン装置であって、
　前記可動斜板に対して操作力を付加するように前記ハウジングに装着された油圧サーボ
機構を備え、
　前記第１及び第２回転軸は、前記第１回転軸の一端側の端面及び前記第２回転軸の他端
側の端面が間隙を存しつつ対向するように配置され、前記間隙は油源から油を受け入れ可
能な油溜め空間として作用し、
　前記ハウジングには、前記第１及び第２アキシャルピストン部材を含む閉回路を形成す
るように両者を流体接続する一対の作動油路と、前記閉回路に作動油を補給する為のチャ
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ージ油路であって、リリーフ弁によって所定油圧に設定されたチャージ油路と、前記チャ
ージ油路を前記油溜め空間に流体接続する第１潤滑油供給油路と、前記チャージ油路又は
前記第１潤滑油供給油路から油を受け入れて、前記可動斜板の基部を支持する支持孔に案
内する第２潤滑油供給油路と、前記第２潤滑油供給油路の油の一部を前記油圧サーボ機構
へ案内する油圧サーボ用供給油路とが形成され、
　前記第１及び第２回転軸の各々には、前記油溜め空間に面する端面に開口された軸線孔
と、一端部が前記軸線孔に流体接続され且つ他端部が自己が支持する前記アキシャルピス
トン部材に向けて外表面に開口されたアキシャルピストン部材用潤滑油孔とが形成されて
いることを特徴とするアキシャルピストン装置。
【請求項２】
　前記第１及び第２回転軸の各々には、一端部が前記軸線孔に流体接続され且つ他端部が
前記一端側軸受孔内に位置する部分及び前記他端側軸受孔内に位置する部分の少なくとも
一方の外表面に開口された軸受部材用潤滑油孔が形成されていることを特徴とする請求項
１に記載のアキシャルピストン装置。
【請求項３】
　前記ハウジングは、前記油溜め空間が形成されたポートブロックと、前記第１アキシャ
ルピストン部材を収容する第１収容空間を形成するように前記ポートブロックに着脱自在
に連結された第１ハウジング本体と、前記ポートブロックを挟んで前記第１収容空間とは
反対側に位置し且つ前記第２アキシャルピストン部材を収容する第２収容空間を形成する
ように前記ポートブロックに着脱自在に連結された第２ハウジング本体とを有しているこ
とを特徴とする請求項１又は２に記載のアキシャルピストン装置。
【請求項４】
　軸線位置が変位された状態で平行に配設された第１及び第２回転軸であって、それぞれ
、駆動源に作動連結されるポンプ軸及び回転動力を出力するモータ軸として作用する第１
及び第２回転軸と、前記第１回転軸の軸線方向中央部に支持されて油圧ポンプとして作用
する第１アキシャルピストン部材及び前記第２回転軸の軸線方向中央部に相対回転不能に
支持されて油圧モータとして作用する第２アキシャルピストン部材と、前記第１及び第２
アキシャルピストン部材を収容し且つ前記第１及び第２回転軸のそれぞれの軸線方向一端
側及び他端側を一端側軸受孔及び他端側軸受孔によって軸線回り回転自在に支持するハウ
ジングとを備え、前記第１アキシャルピストン部材は、ピストンの自由端部と係合する斜
板が揺動軸線回り揺動可能な可動斜板とされた可変容積型とされており、前記可動斜板は
、揺動軸線回り回転自在に前記ハウジングに支持された基部と、前記基部に支持された状
態で前記ピストンの自由端部に係合する斜板本体とを有しているアキシャルピストン装置
であって、
　前記可動斜板に対して操作力を付加するように前記ハウジングに装着された油圧サーボ
機構を備え、
　前記ハウジングには、油源から油を受け入れ可能な状態で前記第１回転軸の一端側及び
他端側の少なくとも一方の端面に面する第１油溜め空間と、油源から油を受け入れ可能な
状態で前記第２回転軸の一端側及び他端側の少なくとも一方の端面に面する第２油溜め空
間と、前記第１及び第２アキシャルピストン部材を含む閉回路を形成するように両者を流
体接続する一対の作動油路と、前記閉回路に作動油を補給する為のチャージ油路であって
、リリーフ弁によって所定油圧に設定されたチャージ油路と、前記チャージ油路を前記油
溜め空間に流体接続する第１潤滑油供給油路と、前記チャージ油路又は前記第１潤滑油供
給油路から油を受け入れて、前記可動斜板の基部を支持する支持孔に案内する第２潤滑油
供給油路と、前記第２潤滑油供給油路の油の一部を前記油圧サーボ機構へ案内する油圧サ
ーボ用供給油路とが形成され、
　前記第１回転軸には、前記第１油溜め空間に流体接続された第１軸線孔と、一端部が前
記第１軸線孔に流体接続され且つ他端部が前記第１アキシャルピストン部材に向けて前記
第１回転軸の外表面に開口された第１アキシャルピストン部材用潤滑油孔とが形成され、
　前記第２回転軸には、前記第２油溜め空間に流体接続された第２軸線孔と、一端部が前
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記第２軸線孔に流体接続され且つ他端部が前記第２アキシャルピストン部材に向けて前記
第２回転軸の外表面に開口された第２アキシャルピストン部材用潤滑油孔とが形成されて
いることを特徴とするアキシャルピストン装置。
【請求項５】
　前記ハウジングは、ポートブロックと、前記第１及び第２アキシャルピストン部材を収
容する収容空間を形成するように前記ポートブロックに着脱自在に連結されたハウジング
本体とを有していることを特徴とする請求項４に記載のアキシャルピストン装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、油圧ポンプや油圧モータ等のアキシャルピストン部材が回転軸に支持された
状態でハウジングに収容されているアキシャルピストン装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　回転軸と前記回転軸に支持された油圧ポンプ又は油圧モータ等のアキシャルピストン部
材と前記回転軸を支持し且つ前記アキシャルピストン部材を収容するハウジングとを備え
たアキシャルピストン装置は、作業車輌における走行系伝動経路に介挿される油圧式無段
変速装置等として広く利用されている。
【０００３】
　前記アキシャルピストン装置においては、前記アキシャルピストン部材における摺接部
分に潤滑油を供給して摩耗の低減を図る必要があり、前記回転軸に形成した軸線孔を介し
て前記摺接部分に潤滑油を供給することが一般的に行われている。
【０００４】
　ところで、従来のアキシャルピストン装置においては、前記回転軸の軸線孔へは下記構
成によって潤滑油が供給されるようになっている。
【０００５】
　即ち、前記回転軸は、前記ハウジングに形成された軸受孔に直接又は軸受部材を介して
軸線回り回転自在に支持されている。
　そして、前記回転軸の軸線孔へは、一端側が潤滑油の油源に流体接続され且つ他端側が
前記軸受孔に開口するように前記ハウジングに形成された潤滑油供給油路と、前記潤滑油
供給油路の他端側開口に面するように前記回転軸の外周面に形成されたロータリージョイ
ントと、外端部が前記ロータリージョイントに流体接続し且つ内端部が前記軸線孔に流体
接続するように前記回転軸に形成された連通油路とを介して、潤滑油が供給される。
【０００６】
　前記構成によれば、前記回転軸の軸線回りの回転状態に拘わらず、前記連通油路は、常
に、前記ロータリージョイントを介して前記潤滑油供給油路に流体接続されることになり
、理論的には、必ず、前記軸線孔に潤滑油が供給されることになる。
【０００７】
　しかしながら、前記連通油路には、前記回転軸の軸線回りの回転に伴って径方向外方へ
の遠心力が作用する。
【０００８】
　この遠心力の向きは、前記潤滑油供給油路からの潤滑油を前記軸線孔に送るべく、前記
連通油路の外端部から内端部へ向かって流れる潤滑油の流れ方向とは逆向きであり、前記
連通油路における潤滑油の流れを妨げるものとなる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は、前記従来技術に鑑みなされたものであり、回転軸と前記回転軸に支持された
アキシャルピストン部材と前記回転軸を支持し且つ前記アキシャルピストン部材を収容す
るハウジングとを備えたアキシャルピストン装置であって、前記回転軸に支持された前記
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アキシャルピストン部材への潤滑油の供給を効率良く行えるアキシャルピストン装置の提
供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、前記目的を達成する為に、同軸上に配置された第１及び第２回転軸であって
、それぞれ、駆動源に作動連結されるポンプ軸及び回転動力を出力するモータ軸として作
用する第１及び第２回転軸と、前記第１回転軸の軸線方向中央部に相対回転不能に支持さ
れて油圧ポンプとして作用する第１アキシャルピストン部材及び前記第２回転軸の軸線方
向中央部に相対回転不能に支持されて油圧モータとして作用する第２アキシャルピストン
部材と、前記第１及び第２アキシャルピストン部材を収容し且つ前記第１及び第２回転軸
のそれぞれの軸線方向一端側及び他端側を一端側軸受孔及び他端側軸受孔によって軸線回
り回転自在に支持するハウジングとを備え、前記第１アキシャルピストン部材は、ピスト
ンの自由端部と係合する斜板が揺動軸線回り揺動可能な可動斜板とされた可変容積型とさ
れており、前記可動斜板は、揺動軸線回り回転自在に前記ハウジングに支持された基部と
、前記基部に支持された状態で前記ピストンの自由端部に係合する斜板本体とを有してい
るアキシャルピストン装置であって、前記第１及び第２回転軸は、前記第１回転軸の一端
側の端面及び前記第２回転軸の他端側の端面が間隙を存しつつ対向するように配置され、
前記間隙は油源から油を受け入れ可能な油溜め空間として作用し、前記ハウジングには、
前記第１及び第２アキシャルピストン部材を含む閉回路を形成するように両者を流体接続
する一対の作動油路と、前記閉回路に作動油を補給する為のチャージ油路と、前記チャー
ジ油路を前記油溜め空間に流体接続する第１潤滑油供給油路と、前記チャージ油路又は前
記第１潤滑油供給油路から油を受け入れて、前記可動斜板の基部を支持する支持孔に案内
する第２潤滑油供給油路と、前記第２潤滑油供給油路の油の一部を前記油圧サーボ機構へ
案内する油圧サーボ用供給油路とが形成され、前記第１及び第２回転軸の各々には、前記
油溜め空間に面する端面に開口された軸線孔と、一端部が前記軸線孔に流体接続され且つ
他端部が自己が支持する前記アキシャルピストン部材に向けて外表面に開口されたアキシ
ャルピストン部材用潤滑油孔とが形成されているアキシャルピストン装置を提供する。
【００１１】
　好ましくは、前記第１及び第２回転軸の各々には、一端部が前記軸線孔に流体接続され
且つ他端部が前記一端側軸受孔内に位置する部分及び前記他端側軸受孔内に位置する部分
の少なくとも一方の外表面に開口された軸受部材用潤滑油孔が形成され得る。
【００１２】
　好ましくは、前記ハウジングは、前記油溜め空間が形成されたポートブロックと、前記
第１アキシャルピストン部材を収容する第１収容空間を形成するように前記ポートブロッ
クに着脱自在に連結された第１ハウジング本体と、前記ポートブロックを挟んで前記第１
収容空間とは反対側に位置し且つ前記第２アキシャルピストン部材を収容する第２収容空
間を形成するように前記ポートブロックに着脱自在に連結された第２ハウジング本体とを
有し得る。
【００１３】
　また、本発明は、前記目的を達成する為に、軸線位置が変位された状態で平行に配設さ
れた第１及び第２回転軸であって、それぞれ、駆動源に作動連結されるポンプ軸及び回転
動力を出力するモータ軸として作用する第１及び第２回転軸と、前記第１回転軸の軸線方
向中央部に支持されて油圧ポンプとして作用する第１アキシャルピストン部材及び前記第
２回転軸の軸線方向中央部に相対回転不能に支持されて油圧モータとして作用する第２ア
キシャルピストン部材と、前記第１及び第２アキシャルピストン部材を収容し且つ前記第
１及び第２回転軸のそれぞれの軸線方向一端側及び他端側を一端側軸受孔及び他端側軸受
孔によって軸線回り回転自在に支持するハウジングとを備え、前記第１アキシャルピスト
ン部材は、ピストンの自由端部と係合する斜板が揺動軸線回り揺動可能な可動斜板とされ
た可変容積型とされており、前記可動斜板は、揺動軸線回り回転自在に前記ハウジングに
支持された基部と、前記基部に支持された状態で前記ピストンの自由端部に係合する斜板
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本体とを有しているアキシャルピストン装置であって、前記可動斜板に対して操作力を付
加するように前記ハウジングに装着された油圧サーボ機構を備え、前記ハウジングには、
油源から油を受け入れ可能な状態で前記第１回転軸の一端側及び他端側の少なくとも一方
の端面に面する第１油溜め空間と、油源から油を受け入れ可能な状態で前記第２回転軸の
一端側及び他端側の少なくとも一方の端面に面する第２油溜め空間と、前記第１及び第２
アキシャルピストン部材を含む閉回路を形成するように両者を流体接続する一対の作動油
路と、前記閉回路に作動油を補給する為のチャージ油路であって、リリーフ弁によって所
定油圧に設定されたチャージ油路と、前記チャージ油路を前記油溜め空間に流体接続する
第１潤滑油供給油路と、前記チャージ油路又は前記第１潤滑油供給油路から油を受け入れ
て、前記可動斜板の基部を支持する支持孔に案内する第２潤滑油供給油路と、前記第２潤
滑油供給油路の油の一部を前記油圧サーボ機構へ案内する油圧サーボ用供給油路とが形成
され、前記第１回転軸には、前記第１油溜め空間に流体接続された第１軸線孔と、一端部
が前記第１軸線孔に流体接続され且つ他端部が前記第１アキシャルピストン部材に向けて
前記第１回転軸の外表面に開口された第１アキシャルピストン部材用潤滑油孔とが形成さ
れ、前記第２回転軸には、前記第２油溜め空間に流体接続された第２軸線孔と、一端部が
前記第２軸線孔に流体接続され且つ他端部が前記第２アキシャルピストン部材に向けて前
記第２回転軸の外表面に開口された第２アキシャルピストン部材用潤滑油孔とが形成され
ているアキシャルピストン装置を提供する。
【００１４】
　前記第１及び第２回転軸が互いに対して平行な状態で変位配置されているアキシャルピ
ストン装置においては、好ましくは、前記ハウジングは、ポートブロックと、前記第１及
び第２アキシャルピストン部材を収容する収容空間を形成するように前記ポートブロック
に着脱自在に連結されたハウジング本体とを有し得る。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明に係るアキシャルピストン装置によれば、第１及び第２回転軸を支持し且つ第１
及び第２アキシャルピストン部材を収容するハウジングに、前記第１及び第２回転軸のそ
れぞれの少なくとも一端側の端面に面する油溜め空間と、油圧ポンプ及び油圧モータとし
てそれぞれ作用する前記第１及び第２アキシャルピストンを含む閉回路を形成するように
両者を流体接続する一対の作動油路と、前記閉回路に作動油を補給する為のチャージ油路
であって、リリーフ弁によって所定油圧に設定されたチャージ油路と、前記チャージ油路
を前記油溜め空間に流体接続する第１潤滑油供給油路と、前記チャージ油路又は前記第１
潤滑油供給油路から油を受け入れて、前記可動斜板の基部を支持する支持孔に案内する第
２潤滑油供給油路と、前記第２潤滑油供給油路の油の一部を、前記第１アキシャルピスト
ン部材における可動斜板を移動させる為に前記ハウジングに装着された油圧サーボ機構へ
案内する油圧サーボ用供給油路とが形成され、前記第１及び第２回転軸の各々回転軸には
、前記油溜め空間に面する軸線孔と、一端部が前記軸線孔に流体接続され且つ他端部が自
己が支持する前記アキシャルピストン部材に向けて外表面に開口されたアキシャルピスト
ン部材用潤滑油孔とが形成されているので、前記回転軸の軸線回りの回転に伴う遠心力に
よって前記第１及び第２アキシャルピストン部材への潤滑油の流れが損なわれることを有
効に防止することができ、前記第１及び第２アキシャルピストン部材に潤滑油を円滑に案
内することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】図１は、本発明の一実施の形態に係るアキシャルピストン装置の縦断面図である
。
【図２】図２は、図１におけるII-II線に沿った部分断面図である。
【図３】図３は、図１に示す前記アキシャルピストン装置の油圧回路図である。
【図４】図４は、図１におけるIV-IV線に沿った断面図である。
【図５】図５は、図１におけるV-V線に沿った断面図である。
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【図６】図６は、図２におけるVI-VI線に沿った断面図である。
【図７】図７は、図２におけるVII-VII線に沿った断面図である。
【図８】図８は、図４の部分拡大図である。
【図９】図９は、図１に示す前記アキシャルピストン装置の第１変形例の縦断面図である
。
【図１０】図１０は、図９の部分拡大図である。
【図１１】図１１は、図１に示す前記アキシャルピストン装置の第２変形例の縦断面図で
ある。
【図１２】図１２は、図１に示す前記アキシャルピストン装置の第３変形例の縦断面図で
ある。
【図１３】図１３は、本発明の他の実施の形態に係るアキシャルピストン装置の縦断面図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
実施の形態１
　以下、本発明に係るアキシャルピストン装置の一実施の形態について、添付図面を参照
しつつ説明する。
【００１８】
　図１に、本実施の形態に係るアキシャルピストン装置１Ａの縦断面図を示す。
　また、図２に、図１におけるII-II線に沿った部分断面図を示す。
　さらに、図３に、前記アキシャルピストン装置１Ａの油圧回路図を示す。
【００１９】
　まず、前記アキシャルピストン装置１Ａについて説明する。
　図１に示すように、前記アキシャルピストン装置１Ａは、回転軸５０と、前記回転軸５
０に相対回転不能に支持されたアキシャルピストン部材６０と、前記回転軸５０を支持し
且つ前記アキシャルピストン部材６０を収容するハウジング１０とを有している。
【００２０】
　図１～図３に示すように、前記アキシャルピストン装置１Ａは、前記回転軸５０として
第１及び第２回転軸５０（１）、５０（２）を有しており、前記アキシャルピストン部材
６０として第１及び第２アキシャルピストン部材６０（１）、６０（２）を有している。
【００２１】
　前記第１及び第２回転軸５０（１）、５０（２）は、軸線方向中央部において対応する
アキシャルピストン部材６０（１）、６０（２）を支持した状態で両端部が前記ハウジン
グ１０に軸線回り回転自在に支持されている。
【００２２】
　本実施の形態においては、図１に示すように、前記第１及び第２回転軸５０（１）、５
０（２）は同軸上に配置されている。
【００２３】
　詳しくは、前記第１回転軸５０（１）は、軸線方向一端側の第１端側５０ａ（１）及び
軸線方向他端側の第２端側５０ｂ（１）を有している。
　同様に、前記第２回転軸５０（２）は、軸線方向一端側の第１端側５０ａ（２）及び軸
線方向他端側の第２端側５０ｂ（２）を有している。
【００２４】
　そして、前記第１及び第２回転軸５０（１）、５０（２）は、前記第１回転軸５０（１
）の第１端側５０ａ（１）の端面及び前記第２回転軸５０（２）の第２端側５０ｂ（２）
の端面が対向された状態で、同軸上に配置されている。
【００２５】
　より詳しくは、本実施の形態においては、前記ハウジング１０には、前記第１回転軸５
０（１）の第１端側５０ａ（１）及び第２端側５０ｂ（１）をそれぞれ軸受部材５５ａ（
１）、５５ｂ（１）を介して軸線回り回転自在に支持し得る第１回転軸第１端側軸受孔１
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８ａ（１）及び第１回転軸第２端側軸受孔１８ｂ（１）と、前記第２回転軸５０（２）の
第１端側５０ａ（２）及び第２端側５０ｂ（２）をそれぞれ軸受部材５５ａ（２）、５５
ｂ（２）を介して軸線回り回転自在に支持し得る第２回転軸第１端側軸受孔１８ａ（２）
及び第２回転軸第２端側軸受孔１８ｂ（２）とが形成されている。
【００２６】
　図１に示すように、本実施の形態においては、前記ハウジング１０は、前記第１回転軸
第１端側軸受孔１８ａ（１）及び前記第２回転軸第２端側軸受孔１８ｂ（２）が形成され
たポートブロック２０と、前記第１アキシャルピストン部材６０（１）を収容する第１収
容空間を形成するように前記ポートブロック２０に着脱自在に連結された第１ハウジング
本体１５（１）と、前記第２アキシャルピストン部材６０（２）を収容する第２収容空間
を形成するように前記ポートブロック２０に着脱自在に連結された第２ハウジング本体１
５（２）とを有している。
【００２７】
　なお、図１及び図３中の符号１１は、前記第１及び第２収容空間内に貯留される油を外
部に排出する為のドレンポートである。
【００２８】
　前記第１ハウジング本体１５（１）は、図１に示すように、前記第１アキシャルピスト
ン部材６０（１）を囲繞する中空の第１周壁１６（１）と、前記第１周壁１６（１）にお
ける前記ポートブロック２０とは反対側の端部を閉塞する第１端壁１７（１）とを有し、
前記第１周壁１６（１）における前記ポートブロック２０に近接する側は前記第１アキシ
ャルピストン部材６０（１）が挿通可能な開口とされている。
　斯かる構成において、前記第１端壁１７（１）に前記第１回転軸第２端側軸受孔１８ｂ
（１）が形成されている。
【００２９】
　同様に、前記第２ハウジング本体１５（２）は、図１に示すように、前記第２アキシャ
ルピストン部材６０（２）を囲繞する中空の第２周壁１６（２）と、前記第２周壁１６（
２）における前記ポートブロック２０とは反対側の端部を閉塞する第２端壁１７（２）と
を有し、前記第２周壁１７（２）における前記ポートブロック２０に近接する側は前記第
２アキシャルピストン部材６０（２）が挿通可能な開口とされている。
　斯かる構成において、前記第２端壁１７（２）に前記第２回転軸第１端側軸受孔１８ａ
（２）が形成されている。
【００３０】
　前記アキシャルピストン装置１Ａは油圧無段変速装置として作用するように構成されて
いる。
　即ち、前記第１回転軸５０（１）が駆動源９００（図３参照）に作動連結されるポンプ
軸として作用し、前記第２回転軸５０（２）が回転動力を出力するモータ軸として作用す
るものとされる。
【００３１】
　そして、前記第１回転軸５０（１）に支持されて油圧ポンプとして作用する前記第１ア
キシャルピストン部材６０（１）及び前記第２回転軸５０（２）に支持されて油圧モータ
として作用する前記第２アキシャルピストン部材６０（２）は、少なくとも一方が可変容
積型とされ且つ一対の作動油ライン１００（図３参照）によって閉回路を形成するように
互いに対して流体接続される。
【００３２】
　図１～図３に示すように、前記アキシャルピストン装置１Ａは、さらに、前記第１アキ
シャルピストン部材６０（１）の容積量を画する第１斜板７０（１）と、前記第２アキシ
ャルピストン部材６０（２）の容積量を画する第２斜板７０（２）とを有している。
【００３３】
　本実施の形態においては、前記第１斜板７０（１）が外部操作に基づき揺動軸線Ｒ（図
２参照）回り傾転可能な可動斜板とされており、油圧ポンプとして作用する前記第１アキ
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シャルピストン部材６０（１）の容積量が可変とされている。
【００３４】
　ここで、本実施の形態に係るアキシャルピストン装置１Ａの潤滑油供給構造について説
明する。
　前記潤滑油供給構造は、油源からの油を前記アキシャルピストン部材６０（本実施の形
態においては前記第１及び第２アキシャルピストン部材６０（１）、６０（２））へ案内
するものであり、油源からの油を受け入れ可能で且つ前記回転軸５０の軸線方向両端面の
少なくとも一方に面するように前記ハウジング１０に形成された油溜め空間２００と、前
記回転軸５０に形成された回転軸側供給油路２１０とを有している。
【００３５】
　前述の通り、本実施の形態に係る前記アキシャルピストン装置１Ａは、前記回転軸５０
として前記第１及び第２回転軸５０（１）、５０（２）を有している。
　斯かる構成においては、前記油溜め空間２００は、前記第１回転軸５０（１）の軸線方
向両端面の少なくとも一方、及び、前記第２回転軸５０（２）の軸線方向両端面の少なく
とも一方に面するものとされる。
【００３６】
　本実施の形態においては、前記油溜め空間２００は前記第１及び第２回転軸５０（１）
、５０（２）の双方に対して共用される単一の空間とされている。
【００３７】
　詳しくは、図１に示すように、前記第１及び第２回転軸５０（１）、５０（２）は、前
記第１回転軸５０（１）の前記第１端側５０ａ（１）の端面及び前記第２回転軸５０（２
）の前記第２端側５０ｂ（２）の端面の間に間隙が存する状態で、同軸上に配置されてお
り、前記間隙が前記油溜め空間２００として利用されている。
　好ましくは、図１に示すように、前記第１回転軸５０（１）の第１端側５０ａ（１）の
外表面及び前記第２回転軸５０（２）の第２端側５０ｂ（２）の外表面にはシールリング
が設けられており、前記シールリングによって前記油溜め空間２００からの油漏れが防止
される。
【００３８】
　本実施の形態のように前記回転軸５０として前記第１及び第２回転軸５０（１）、５０
（２）が備えられる場合には、前記回転軸側供給油路２１０は、前記第１及び第２回転軸
５０（１）、５０（２）にそれぞれ形成された第１及び第２回転軸側供給油路２１０（１
）、２１０（２）を含むものとされる。
【００３９】
　前記第１回転軸側供給油路２１０（１）は、図１及び図２に示すように、前記第１回転
軸５０（１）における軸線方向両端面のうち前記油溜め空間２００に面する端面（本実施
の形態においては、前記第１回転軸５０（１）における前記第１端側５０ａ（１）の端面
）に開口された第１軸線孔２１５（１）と、一端部が前記第１軸線孔２１５（１）に流体
接続され且つ他端部が前記第１アキシャルピストン部材６０（１）に向けて前記第１回転
軸５０（１）の外表面に開口された第１アキシャルピストン部材用潤滑油孔２２０（１）
とを有している。
【００４０】
　同様に、前記第２回転軸側供給油路２１０（２）は、前記第２回転軸５０（２）におけ
る軸線方向両端面のうち前記油溜め空間２００に面する端面（本実施の形態においては、
前記第２回転軸５０（２）における前記第２端側５０ｂ（２）の端面）に開口された第２
軸線孔２１５（２）と、一端部が前記第２軸線孔２１５（２）に流体接続され且つ他端部
が前記第２アキシャルピストン部材６０（２）に向けて前記第２回転軸５０（２）の外表
面に開口された第２アキシャルピストン部材用潤滑油孔２２０（２）とを有している。
【００４１】
　このように、前記潤滑油供給構造においては、前記ハウジング１０に油源からの油が供
給される前記油溜め空間２００を設け、前記アキシャルピストン部材６０を支持する回転
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軸５０の軸線方向両端部の少なくとも一方の端面が前記油溜め空間２００に面するように
前記回転軸５０を配置させ、さらに、前記回転軸５０に、前記油溜め空間２００に面する
端面に開口された軸線孔２１５と一端部が前記軸線孔２１５に流体接続され且つ他端部が
前記アキシャルピストン部材６０に向けて前記回転軸５０の外表面に開口されたアキシャ
ルピストン部材用潤滑油孔２２０とを含む回転軸側供給油路２１０を設けたので、前記油
源から前記軸線孔２１５への油の流れを円滑に行うことができ、前記アキシャルピストン
部材６０への潤滑油供給を効率よく行うことができる。
【００４２】
　即ち、回転軸と前記回転軸に支持されたアキシャルピストン部材と前記回転軸を支持し
且つ前記アキシャルピストン部材を収容するハウジングとを備えた従来のアキシャルピス
トン装置においては、前記回転軸の外表面に形成されたロータリージョイントと外端部が
前記ロータリージョイントに流体接続され且つ内端部が軸線孔に流体接続するように前記
回転軸に形成された連通油路とを介して、前記ハウジングに形成された潤滑油供給油路か
ら前記回転軸に形成された軸線孔へ潤滑油が供給されている。
【００４３】
　斯かる構成は、前記回転軸の軸線回りの回転状態に拘わらず、前記軸線孔が前記潤滑油
供給油路に前記ロータリージョイントを介して常に流体接続することを保証し、理論的に
は、前記潤滑油供給油路から、必ず、前記軸線孔に潤滑油が供給されることになる。
【００４４】
　しかしながら、前記連通油路には、前記回転軸の軸線回りの回転に伴って径方向外方へ
の遠心力が作用する。
　この遠心力の向きは、前記連通油路の外端部から内端部へ向かって流れるべき潤滑油の
流れ方向とは逆向きであり、前記連通油路における潤滑油の流れを妨げる。
【００４５】
　これに対し、本実施の形態においては、前記回転軸５０に形成された軸線孔２１５が前
記油溜め空間２００に面する端面に開口されており、前記油溜め空間２００から前記軸線
孔２１５に潤滑油が流れ込み、その後、潤滑油は前記軸線孔２１５から前記アキシャルピ
ストン部材用潤滑油孔２２０を径方向外方へ流れることになる。
【００４６】
　従って、前記回転軸５０の軸線回りの回転に伴う遠心力によって潤滑油の流れが妨げら
れることがなく、前記アキシャルピストン部材６０への潤滑油の流れを円滑に行うことが
できる。
【００４７】
　本実施の形態においては、前記第１アキシャルピストン部材用潤滑油孔２２０（１）は
、前記第１アキシャルピストン部材６０（１）における複数の第１ピストン６２（１）の
自由端部と前記第１可動斜板７０（１）との係合領域に潤滑油を供給し得るように形成さ
れている。
【００４８】
　同様に、前記第２アキシャルピストン部材用潤滑油孔２２０（２）は、前記第２アキシ
ャルピストン部材６０（２）における複数の第２ピストン６２（２）の自由端部と前記第
２斜板７０（２）との係合領域に潤滑油を供給し得るように形成されている。
【００４９】
　前記潤滑油供給構造は、前記回転軸５０の軸受部分にも潤滑油を供給するように構成さ
れている。
【００５０】
　詳しくは、前記第１回転軸側供給油路２１０（１）は、さらに、一端部が前記第１軸線
孔２１５（１）に流体接続され且つ他端部が前記第１回転軸５０（１）の外表面のうち前
記第１回転軸第１端側軸受孔１８ａ（１）内に位置する部分に開口された第１端側潤滑油
孔２２５ａ（１）と、一端部が前記第１軸線孔２１５（１）に流体接続され且つ他端部が
前記第１回転軸５０（１）の外表面のうち前記第１回転軸第２端側軸受孔１８ｂ（１）内
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に位置する部分に開口された第２端側潤滑油孔２２５ｂ（１）とを有している。
【００５１】
　斯かる構成によれば、前記第１回転軸５０（１）の第１及び第２端側５５ａ（１）、５
５ｂ（１）をそれぞれ支持する軸受部材５５ａ（１）、５５ｂ（１）に効率的に潤滑油を
供給することができる。
【００５２】
　同様に、前記第２回転軸側供給油路２１０（２）は、さらに、一端部が前記第２軸線孔
２１５（２）に流体接続され且つ他端部が前記第２回転軸５０（２）の外表面のうち前記
第２回転軸第１端側軸受孔１８ａ（２）内に位置する部分に開口された第１端側潤滑油孔
２２５ａ（２）と、一端部が前記第２軸線孔２１５（２）に流体接続され且つ他端部が前
記第２回転軸５０（２）の外表面のうち前記第２回転軸第２端側軸受孔１８ｂ（２）内に
位置する部分に開口された第２端側潤滑油孔２２５ｂ（２）とを有している。
【００５３】
　斯かる構成によれば、前記第２回転軸５０（２）の第１及び第２端側５０ａ（２）、５
０ｂ（２）をそれぞれ支持する軸受部材５５ａ（２）、５５ｂ（２）に効率的に潤滑油を
供給することができる。
【００５４】
　ここで、前記潤滑油供給構造に対する前記油源について説明する。
　前述の通り、本実施の形態に係る前記アキシャルピストン装置１Ａは油圧無段変速装置
として作用する。
　斯かる構成において、前記潤滑油供給構造は、前記油圧無段変速装置におけるチャージ
ライン１１０の油を前記油源としている。
【００５５】
　詳しくは、図３に示すように、油圧ポンプとして作用する前記第１アキシャルピストン
部材６０（１）及び油圧モータとして作用する前記第２アキシャルピストン部材６０（２
）は前記一対の作動油ライン１００によって流体接続されており、前記一対の作動油ライ
ン１００にはチャージライン１１０を介して作動油が補給されるようになっている。
【００５６】
　図４及び図５に、それぞれ、図１におけるIV-IV線及びV-V線に沿った断面図を示す。
　又、図６及び図７に、それぞれ、図２におけるVI-VI線及びVII-VII線に沿った断面図を
示す。
【００５７】
　図２及び図６に示すように、前記ポートブロック２０には、前記一対の作動油ライン１
００を形成する一対の作動油路１０１と、一端部が油源に流体接続され且つ他端部が一対
のチェック弁１１５を介して前記一対の作動油ライン１００に流体接続された前記チャー
ジライン１１０を形成するチャージ油路１１１とが設けられている。
【００５８】
　本実施の形態においては、図３に示すように、前記油源として、前記駆動源９００によ
って駆動される補助ポンプ９１０が採用されている。
　なお、図３に示すように、前記チャージライン１１０は、リリーフ弁１１２によって所
定油圧に設定されている。
【００５９】
　本実施の形態においては、図３に示すように、前記一対の作動油路１０１は、双方向に
作用する高圧リリーフ弁１０６が介挿された連通油路１０５によって互いに対して流体接
続されており、前記一対の作動油路１０１の一方の油圧が所定油圧を超えると、前記一方
の作動油路１０１から他方の作動油路１０１に作動油が流入するようになっている。
　斯かる構成により、前記一対の作動油路１０１が異常高圧となることを有効に防止する
ことができる。
【００６０】
　図１及び図６に示すように、前記チャージ油路１１０は、一端部が外表面に開口してチ
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ャージポート１１１ａを形成し且つ他端部が二方向に分岐されて前記一対のチェック弁１
１５を介して前記一対の作動油路１０１に流体接続されている。
【００６１】
　図１に示すように、前記ポートブロック２０には、さらに、前記油溜め空間２００と、
一端部が前記チャージ油路１１１に流体接続され且つ他端部が前記油溜め空間２００に流
体接続された第１潤滑油供給油路１５０とが形成されている。
【００６２】
　このように、前記チャージライン１１０中の油の一部を前記潤滑油供給構造の油源とし
て用いることにより、構造簡略化を図りつつ、前記第１及び第２アキシャルピストン部材
６０（１）、６０（２）への潤滑油供給を行うことができる。
【００６３】
　本実施の形態に係る前記アキシャルピストン装置１Ａは、前記チャージライン１１０中
の油の一部を、可動斜板として作用する前記第１斜板７０（１）を支持する部分にも供給
するように構成されている。
【００６４】
　まず、前記第１斜板７０（１）の支持構造について説明する。
　図２及び図４に示すように、前記第１斜板７０（１）は、前記第１回転軸５０（１）と
直交する揺動軸線Ｒ回り回転自在に前記第１周壁１６（１）に支持された基部７５と、前
記基部７５に支持された状態で前記複数のピストン６２（１）の自由端部と直接又は間接
的に係合される前記斜板本体７１とを有している。
【００６５】
　より詳しくは、前記第１周壁１６には揺動軸線Ｒと同軸上に支持孔が形成されており、
前記基部７５は前記支持孔に軸線回り回転自在に支持されている。
【００６６】
　本実施の形態においては、図２及び図４に示すように、前記第１斜板７０（１）はトラ
ニオン型斜板とされている。
　従って、前記第１斜板７０（１）は、前記斜板本体７１を狭持した状態で揺動軸線Ｒ上
に配置される一対の基部７５、７５を有している。
【００６７】
　即ち、図２及び図４に示すように、前記第１周壁１６における揺動軸線Ｒ方向一方側の
第１側面には前記揺動軸線Ｒと同軸上に第１支持孔１６ａが形成され、前記第１周壁１６
における揺動軸線Ｒ他方側の第２側面には前記揺動軸線Ｒと同軸上に第２支持孔１６ｂが
形成されている。
　斯かる構成において、前記一対の基部７５、７５は、前記第１及び第２支持孔１６ａ、
１６ｂに挿入された第１及び第２軸受部材１９ａ、１９ｂを介して軸線回り回転自在に支
持されている。
【００６８】
　なお、前記第１斜板７０（１）は、前記一対の基部７５、７５の一方に付加される操作
力によって、揺動軸線Ｒ回り一方側及び他方側へ傾転される。
　本実施の形態に係るアキシャルピストン装置１Ａは、図２～図４等に示すように、前記
第１斜板７０（１）に対して操作力を付加する油圧サーボ機構５００を有している。
　前記油圧サーボ機構５００の詳細構成については後述する。
【００６９】
　図２及び図４に示すように、操作力を受ける前記一方の基部７５は、連結用カップリン
グ８０を介して、対応する支持孔１６ａに軸線回り回転自在に支持され、他方の基部７５
は、閉塞用カップリング８５を介して、対応する支持孔１６ｂに軸線回り回転自在に支持
されている。
　なお、本実施の形態においては、図２及び図４に示すように、前記一方の基部７５は前
記第１支持孔１６ａに支持され、前記他方の基部７５は前記第２支持孔１６ｂに支持され
ている。
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【００７０】
　図２及び図４に示すように、前記連結用カップリング８０は前記支持孔１６ａに挿入さ
れる第１筒部８１を有しており、前記一方の基部７５は前記第１軸受部材１９ａを介して
前記第１筒部８１に軸線回り回転自在に支持されている。
【００７１】
　前記連結用カップリング８０においては、前記一方の基部７５への外部からのアクセス
を許容すべく前記第１筒部８１の外端側が開口とされている。
　なお、前記開口は、前記連結用カップリング８０を囲繞するように前記第１側面に連結
される前記油圧サーボ機構５００によって閉塞される。
【００７２】
　図２及び図４に示すように、前記閉塞用カップリング８５は、前記支持孔１６ｂに挿入
される第２筒部８６と前記第２筒部８６の外端側を閉塞する外壁部８７とを有しており、
前記他方の基部７５は前記第２軸受部材１９ｂを介して前記第２筒部８６に軸線回り回転
自在に支持されている。
【００７３】
　本実施の形態に係るアキシャルピストン装置１Ａは、このように支持された前記第１斜
板７０（１）に対して潤滑油を供給する為に、下記構成を備えている。
【００７４】
　具体的には、前記アキシャルピストン装置１Ａは、前記チャージ油路１１１又は前記第
１潤滑油供給油路１５０から油を受け入れる第２潤滑油供給油路１６０を有している。
【００７５】
　図１に示すように、前記第２潤滑油供給油路１６０は、前記ポートブロック２０に形成
されたポートブロック側供給油路１６１と、前記第１ハウジング本体１５（１）に形成さ
れたハウジング本体側供給油路１６５とを有している。
【００７６】
　前記ポートブロック側供給油路１６１は、図１及び図６に示すように、一端部が前記チ
ャージ油路１１１又は前記第１潤滑油供給油路１５０に流体接続され且つ他端部が前記第
１ハウジング本体１５（１）の前記第１周壁１６（１）との当接部位に開口されている。
【００７７】
　前記ハウジング本体側供給油路１６５は、図１及び図４に示すように、前記第１ハウジ
ング本体１５（１）を前記ポートブロック２０に連結させた状態において前記ポートブロ
ック側供給油路１６１の他端部に流体接続されるように前記第１周壁１６（１）に形成さ
れた周壁油孔１６６と、一端側が前記周壁油孔１６６に流体接続され且つ他端側が前記第
１支持孔１６ａに開口して第１支持孔用吐出端部１６７ａを形成する可動斜板用第１油孔
１６７と、一端側が前記周壁油孔１６６に流体接続され且つ他端側が前記第２支持孔１６
ｂに開口して第２支持孔用吐出端部１６８ａを形成する可動斜板用第２油孔１６８とを有
している。
【００７８】
　一方、前記連結用カップリング８０の前記第１筒部８１には、外周面に形成された第１
環状溝８１ａと、前記第１環状溝８１ａを前記第１筒部８１の内部に流体接続させる第１
貫通油孔８１ｂとが設けられている。
【００７９】
　前記閉塞用カップリング８５の前記第２筒部８６には、外周面に形成された第２環状溝
８６ａと、前記第２環状溝８６ａを前記第２筒部８６の内部に流体接続させる第２貫通油
孔８６ｂとが設けられている。
【００８０】
　前記第１環状溝８１ａは、前記連結用カップリング８０を前記第１支持孔１６ａに装着
させた際に、前記第１支持孔用吐出端部１６７ａに流体接続するように配置されている。
　前記第２環状溝８６ａは、前記閉塞用カップリング８５を前記第２支持孔１６ｂに装着
させた際に、前記第２支持孔用吐出端部１６８ａに流体接続するように配置されている。
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【００８１】
　なお、本実施の形態においては、前記連結用カップリング８０を前記第２支持孔１６ｂ
に装着させ且つ前記閉塞用カップリング８５を前記第１支持孔１６ａに装着させ得るよう
に、前記第１及び第２支持孔１６ａ、１６ｂの内径を同一寸法とし、且つ、前記第１及び
第２筒部８１、８６の外径及び内径同一寸法としている。
【００８２】
　前記連結用カップリング８０を前記第２支持孔１６ｂに装着させると、前記第１環状溝
８１ａが前記第２支持孔用吐出端部１６８ａに流体接続され、前記閉塞用カップリング８
５を前記第１支持孔１６ａに装着させると、前記第２環状溝８６ａが前記第１支持孔用吐
出端部１６７ａに流体接続される。
【００８３】
　なお、本実施の形態においては、図４に示すように、前記第１及び第２貫通油孔８１ｂ
、８６ｂには絞りが設けられており、前記第１及び第２軸受部材１９ａ、１９ｂへの潤滑
油量の調整を図っている。
【００８４】
　また、本実施の形態においては、図５に示すように、前記リリーフ弁１１２は前記ハウ
ジング本体側供給油路１６５に作用し得るように前記第１周壁１６に装着されている。
【００８５】
　図２及び図４に示すように、本実施の形態においては、前記一対の基部７５を支持する
前記第１及び第２軸受部材１９ａ、１９ｂはテーパ軸受部材とされている。
　この場合、前記一方の基部７５を支持する前記第１軸受部材１９ａと前記他方の基部７
５を支持する前記第２軸受部材１９ｂとの離間距離を正確に調整する必要がある。
【００８６】
　この点に関し、本実施の形態においては、前記チャージライン１１０の油圧を利用して
、前記一対の第１及び第２軸受部材１９ａ、１９ｂ間の離間距離の一定化を図っている。
【００８７】
　図８に、図４における前記閉塞用カップリング８５近傍の拡大図を示す。
　詳しくは、図４及び図８に示すように、前記アキシャルピストン装置１Ａは、前記閉塞
用カップリング８５の前記外壁部８７を覆うように、前記第１ハウジング本体１５（１）
に着脱自在に連結されるカバープレート３０を有している。
【００８８】
　前記カバープレート３０及び前記外壁部８７は、前記カバープレート３０を前記第１ハ
ウジング本体１５（１）に装着させた状態において、両者の間に油室３０ａが形成される
ように構成されている。
【００８９】
　さらに、前記第１ハウジング本体１５（１）及び前記カバープレート３０には、一端側
が前記ハウジング本体側供給油路１６５に流体接続され且つ他端側が前記油室３０ａに流
体接続された連通油路１７０が形成されている。
【００９０】
　このように、本実施の形態においては、前記チャージライン１１０の油圧を利用して、
前記閉塞用カップリング８５を前記連結用カップリング８０へ向けて押圧しており、これ
により、前記閉塞用カップリング８５に支持されている前記第２軸受部材１９ｂを前記連
結用カップリング８０に支持されている前記第１軸受部材１９ａへ向けて押圧して、前記
一対の第１及び第２軸受部材１９ａ、１９ｂの離間距離の一定化を図っている。
【００９１】
　ここで、前記油圧サーボ機構５００について説明する。
　図２及び図４に示すように、前記油圧サーボ機構５００は、ケーシング５１０と、サー
ボピストン５３０と、スプール５４０と、操作部材５５０と、前記操作部材５５０及び前
記スプール５４０を連結するリンクアーム５６０とを備えている。
【００９２】
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　前記ケーシング５１０は、前記ハウジング１０に着脱可能に装着されている。
　本実施の形態においては、前記ケーシング５１０は、前記連結用カップリング８０を囲
繞するように前記第１ハウジング本体１５Ａにおける前記第１周壁１６Ａの第１側面に着
脱可能に装着されている。
【００９３】
　詳しくは、前記第１側面にはボルト孔が形成され、図７に示すように、前記ケーシング
５１０には、前記ボルト孔に対応した貫通孔５１８が形成されており、前記ケーシング５
１０は、前記貫通孔５１８に挿通されるボルトによって前記第１側面に着脱可能に装着さ
れている。
【００９４】
　図７に示すように、前記ケーシング５１０には、前記サーボピストン５３０を収容する
収容空間５１５が形成されている。
　前記サーボピストン５３０は、前記収容空間５１５の一端側及び他端側にそれぞれ第１
油室５１５ａ及び第２油室５１５ｂを液密に画した状態で前記収容空間５１５内において
軸線方向往復動可能に収容されている。
【００９５】
　図７に示すように、前記ケーシング５１０には、さらに、前記スプール５４０を収容す
るスプール室５２０が形成されている。
　前記スプール５４０は、前記スプール室５２０に摺動自在に収容されており、前記スプ
ール室５２０内での移動に応じて前記第１及び第２油室５１５ａ、５１５ｂに対する圧油
給排を切り替えるように構成されている。
【００９６】
　詳しくは、図３、図４及び図７に示すように、前記ケーシング５１０には、一端部が前
記ハウジング本体１５に当接される内側面に開口され且つ他端部が前記スプール室５２０
の入力ポート５２１に流体接続された入力油路５８１と、一端部が前記スプール室５２０
の第１ポート５２２に流体接続され且つ他端部が前記第１油室５１５ａに流体接続された
第１油路５８２と、一端部が前記スプール室５２０の第２ポート５２３に流体接続され且
つ他端部が前記第２油室５１５ｂに流体接続された第２油路５８３と、ドレン油路５８４
とが形成されている。
【００９７】
　斯かる構成において、前記スプール５４０は、前記入力ポート５２１を前記第１ポート
５２３に流体接続させ且つ前記ドレン油路５８４を前記第２ポート５２３に流体接続させ
る第１位置と、前記入力ポート５２１を前記第２ポート５２３に流体接続させ且つ前記ド
レン油路５８４を前記第１ポート５２２に流体接続させる第２位置と、前記第１及び第２
ポート５２２、５２３を閉塞する保持位置とを選択的にとり得るようになっている。
【００９８】
　前記操作部材５５０は、一端部が外部へ延在され且つ他端部が前記スプール５４０に作
動連結された状態で前記ケーシング５１０に支持されている。
　図２及び図４に示すように、本実施の形態においては、前記操作部材５５０は、前記揺
動軸線Ｒと平行となるように前記ケーシング５１０に軸線回り回転自在に支持されている
。
【００９９】
　前記リンクアーム５６０は、前記操作部材５５０の軸線回りの回動に応じて前記スプー
ル５４０が移動するように両者を作動連結している。
【０１００】
　前記油圧サーボ機構５００は、前記ケーシング５１０を前記ハウジング１０に装着する
ことによって、前記サーボピストン５３０が前記一方の基部７５に連結された連結アーム
６００に作動連結されると共に、前記一方の基部７５が前記スプール５４０に連結された
前記リンクアーム５６０に作動連結されるように構成されている。
【０１０１】
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　詳しくは、図２に示すように、前記連結アーム６００は、基端部が前記一方の基部７５
に連結され且つ先端部が揺動軸線Ｒを基準にして径方向外方へ延びている。
　前記連結アーム６００には、前記第１回転軸５０（１）の軸線を基準にして径方向外方
へ突出された係合凸部６０５と径方向内方へ凹む係合凹部６１０とが設けられている。
【０１０２】
　前記サーボピストン５３０は、図７に示すように、前記第１油室５１５ａ及び前記第２
油室５１５ｂの油圧をそれぞれ受ける第１及び第２大径部５３１、５３２と、前記第１及
び第２大径部５３１、５３２の間に環状の係合溝５３５を形成しつつ前記両大径部５３１
、５３２を連結する小径部５３３とを有している。
【０１０３】
　前記サーボピストン５３０は、前記係合溝５３５へのアクセスが可能な状態で前記収容
空間５１５に収容されている。
　詳しくは、図２に示すように、前記収容空間５１５は、前記ケーシング５１０を前記ハ
ウジング１０に装着した際に前記ハウジング１０に面する側にアクセス開口５１５ａを有
しており、前記アクセス開口５１５ａを介して前記係合溝５３５へのアクセスが可能とな
っている。
【０１０４】
　また、前記操作部材５６０及び前記スプール５４０を作動連結する前記リンクアーム５
６０には、図２に示すように、前記第１回転軸５０（１）の軸線を基準にして径方向内方
へ突出された係合凸部５６５が設けられている。
【０１０５】
　斯かる構成において、前記ケーシング５１０を前記ハウジング１０に装着することによ
って、前記連結アーム６００の前記係合凸部６０５が前記係合溝５３５に係合し且つ前記
リンクアーム５６０の前記係合凸部５６５が前記係合凹部６１０に係合するようになって
いる。
【０１０６】
　本実施の形態においては、前記油圧サーボ機構５００は前記チャージライン１１０から
作動油の供給を受けるように構成されている。
【０１０７】
　詳しくは、図４に示すように、前記第１ハウジング本体１５（１）には、一端側が前記
ハウジング本体側供給油路１６５に流体接続され且つ他端側が前記第１ハウジング本体１
５（１）の壁面のうち前記油圧サーボ機構５００が装着される壁面に開口されてサーボ用
出力ポート１８０ａを形成する油圧サーボ用供給油路１８０が形成されている。
【０１０８】
　前記サーボ用出力ポート１８０ａは、前記ケーシング５１０を前記第１ハウジング本体
１５（１）に装着した際に、前記入力油路５８１に流体接続するように、配置されている
。
【０１０９】
　本実施の形態においては、図７に示すように、前記サーボピストン５３０及び前記スプ
ール５４０は、軸線方向が互いに対して平行となるように配置されており、揺動軸線Ｒと
直交する方向（以下、第１方向Ｄ１という）に沿って移動可能とされている。
【０１１０】
　前記リンクアーム５６０及び前記連結アーム６００は、図７に示すように、揺動軸線Ｒ
及び前記第１方向Ｄ１の双方に対して直交する第２方向Ｄ２に沿って延びている。
【０１１１】
　前記リンクアーム５６０は、軸線方向一方側の第１連結位置において前記操作部材５５
０に作動連結され且つ軸線方向他方側の第２連結位置において前記連結アーム６００に作
動連結された状態で、前記第１及び第２連結位置の間の第３連結位置において前記スプー
ル５４０に作動連結されている。
【０１１２】
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　斯かる構成の前記油圧サーボ機構５００は以下のように作動する。
　前記操作部材５５０を操作せず且つ前記サーボピストン５３０が中立位置に位置されて
いる初期状態（図７参照）から、前記操作部材５５０が軸線回り一方側へ操作されると、
前記リンクアーム５６０は、前記第２連結位置が実質的に位置固定された状態で前記第１
連結位置が前記操作部材５５０の操作方向に応じた方向へ移動される。即ち、前記リンク
アーム５６０は前記第２連結位置回りに移動される。
【０１１３】
　前記リンクアーム５６０のこの動きによって、前記スプール５４０は軸線方向一方側へ
移動されて前記第１位置に位置される。
　この状態においては、前述の通り、前記第１ポート５２２が前記入力ポート５２１に流
体接続され且つ前記第２ポート５２３が前記ドレン油路５８４に流体接続される。
【０１１４】
　従って、前記第１油室５１５ａに作動油が供給され且つ前記第２油室５１５ｂから作動
油が排出されて、前記サーボピストン５３０は軸線方向一方側へ移動され、これにより、
前記第１斜板７０（１）は前記連結アーム６００を介して揺動軸線回り一方側（例えば、
前記第１アキシャルピストン部材６０（１）の容積を増加させる方向）へ傾転される。
【０１１５】
　ここで、前記サーボピストン５３０の軸線方向一方側への移動に応じて前記連結アーム
６００が移動されると、前記リンクアーム５６０のうち前記第２連結位置が位置する側が
前記連結アーム６００の移動に応じて移動される。
【０１１６】
　斯かる前記リンクアーム５６０の動きによって前記スプール５３０は前記第１位置から
軸線方向他方側へ移動されて保持位置に戻される。
　従って、前記第１及び第２ポート５２２、５２３が閉塞されて、前記サーボピストン５
３０、即ち、前記第１斜板７０（１）がその位置に保持される。
【０１１７】
　このように、本実施の形態においては、前記ケーシング５１０を前記第１ハウジング本
体１５に装着させることによって、前記サーボピストン５３０が前記一対の基部７５の一
方に連結されている前記連結アーム６００に係合されると共に、前記操作部材５５０と前
記スプール５４０とを作動連結するリンクアーム５６０も前記連結アーム６００に係合さ
れる一方で、前記ケーシング５１０を前記ハウジング本体１５から取り外すことによって
、前記サーボピストン５３０及び前記リンクアーム５６０の前記連結アーム６００に対す
る係合が解除される。
【０１１８】
　従って、可動斜板として作用する前記第１斜板７０（１）を前記油圧サーボ機構５００
によって傾転させる態様と前記油圧サーボ機構５００を用いずに傾転させる態様との仕様
変更を容易に行うことができる。
【０１１９】
　なお、本実施の形態においては、前記第１回転軸５０（１）の軸線を基準にして、前記
サーボピストン５３０に径方向内方に開く係合溝５３０を設け且つ前記連結アーム６００
に径方向外方へ延びる係合凸部６０５を設けたが、前記ケーシング５１０の前記ハウジン
グ１０に対する脱着に応じて、前記サーボピストン５３０が前記連結アーム６００に係脱
する限り、この構成に限定されるものではない。
【０１２０】
　即ち、前記第１回転軸５０（１）の軸線を基準にして、前記サーボピストン５３０に径
方向内方に延びる係合凸部を設け且つ前記連結アーム６００に径方向外方に開く係合凹部
を設けることも可能である。
【０１２１】
　同様に、本実施の形態においては、前記第１回転軸５０（１）の軸線を基準にして、前
記リンクアーム５６０に径方向内方へ延びる係合凸部５６５を設け且つ前記連結アーム６
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００に径方向外方に開く係合凹部６１０を設けたが、これに代えて、前記リンクアーム５
６０に径方向内方に開く係合凹部を設け且つ前記連結アーム６００に径方向外方に延びる
係合凸部を設けることも可能である。
【０１２２】
　本実施の形態においては、図４に示すように、前記可動斜板用第１油孔１６７の他端側
を前記第１支持孔１６ａに開口させて前記第１支持孔用吐出端部１６７ａとし、前記第１
支持孔１６ａに装着される前記連結用カップリング８０に形成した前記第１環状溝８１ａ
及び前記第１貫通油孔８１ｂを介して前記第１支持孔用吐出端部１６７ａから供給される
油を前記第１軸受部材１９ａ用の潤滑油として用いつつ、前記油圧サーボ機構５００にお
ける前記ドレン油路５８４から排出される油も前記第１軸受部材１９ａ用の潤滑油として
用いている。
【０１２３】
　このように、前記油圧サーボ機構５００における前記ドレン油路５８４からの排出油を
前記第１軸受部材１９ａ用の潤滑油として利用可能な構成においては、前記第１支持孔用
吐出端部１６７ａを削除することができる。
【０１２４】
　図９に、前記アキシャルピストン装置の第１変形例１Ｂの縦断面図であって、図４に対
応した縦断面図を示す。
　なお、前記第１変形例１Ｂにおいて、前記アキシャルピストン装置１Ａにおけると同一
部材には同一符号を付している。
【０１２５】
　図９に示す第１変形例１Ｂにおいては、前記可動斜板用第１油孔１６７の他端側は、前
記油圧サーボ用供給油路１８０には流体接続されているものの、前記第１支持孔１６ａに
は開口されておらず閉塞されている。
【０１２６】
　前記第１変形例１Ｂにおいては、前記第１軸受部材１９ａ用の潤滑油として、前記油圧
サーボ機構５００における前記ドレン油路５８４からの排出油だけを用いている。
【０１２７】
　又、前記第１変形例１Ｂは、前記第２軸受部材１９ｂ用の潤滑油が前記油室３０ａを介
して供給されるように構成されている。
【０１２８】
　図１０に、前記第１変形例１Ｂにおける前記閉塞用カップリング８５近傍の拡大図を示
す。
　図９及び図１０に示すように、前記可動斜板用第２油孔１６８の他端側は、前記連通油
路１７０には流体接続されているものの、前記第２支持孔１６ｂには開口されておらず閉
塞されている。
【０１２９】
　そして、前記第１変形例１Ｂにおいては、前記閉塞用カップリング８５の前記外壁部８
７に、前記油室３０ａ中の油圧を確保しつつ、前記油室３０ａ内の油の一部を前記第２軸
受部材１９ｂへ供給する絞り付き油孔１７５が形成されている。
【０１３０】
　図１１に、前記アキシャルピストン装置の第２変形例１Ｃにおける部分拡大断面図を示
す。
　なお、図中、前記アキシャル装置１Ａ及び前記第１変形例１Ｂにおけると同一部材には
同一符号を付している。
【０１３１】
　前記アキシャルピストン装置１Ａ及び前記第１変形例１Ｂにおいては、前記油室３０ａ
の油圧によって前記第２軸受部材１９ｂを支持する前記閉塞用カップリング８５を前記第
１軸受部材１９ａを支持する前記連結用カップリング８０へ向けて押圧することで、前記
一対の第１及び第２軸受部材１９ａ、１９ｂの離間距離の一定化を図っている。
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【０１３２】
　これに対し、前記第２変形例１Ｃにおいては、図１１に示すように、皿バネ４０の形態
をなす付勢部材によって前記閉塞用カップリング８５が前記連結用カップリング８０に押
圧されている。
【０１３３】
　詳しくは、前記第２変形例１Ｃは、前記アキシャルピストン装置１Ａ及び前記第１変形
例１Ｂに比して、前記カバープレート３０に代えてカバープレート３０Ｃを有し、さらに
、前記皿バネ４０を有している。
【０１３４】
　前記皿バネ４０は、前記閉塞用カップリング８５を前記連結用カップリング８０へ向け
て押圧するように、前記閉塞用カップリング８５の外壁部８７と前記カバープレート３０
Ｃとの間に介挿されている。
【０１３５】
　前記付勢部材として、前記皿バネ４０に代えてコイルスプリング４１を用いることも可
能である。
　図１２に、前記付勢部材としてコイルスプリング４１を用いた前記アキシャルピストン
装置の第３変形例１Ｄにおける部分拡大断面図を示す。
　なお、図中、前記アキシャル装置１Ａ、前記第１変形例１Ｂ及び前記第２変形例１Ｃに
おけると同一部材には同一符号を付している。
【０１３６】
　図１２に示すように、前記第２変形例１Ｄは、前記第２変形例１Ｃに比して、前記カバ
ープレート３０Ｃに代えてカバープレート３０Ｄを有し、且つ、前記皿バネ４０に代えて
コイルスプリング４１を有している。
【０１３７】
　前記コイルスプリング４１は、前記閉塞用カップリング８５を前記連結用カップリング
８０へ向けて押圧するように、前記閉塞用カップリング８５の外壁部８７と前記カバープ
レート３０Ｄとの間に介挿されている。
【０１３８】
実施の形態２
　以下、本発明に係るアキシャルピストン装置の他の実施の形態について、添付図面を参
照しつつ説明する。
【０１３９】
　図１３に、本実施の形態に係るアキシャルピストン装置２Ａの縦断面図を示す。
　なお、図中、実施の形態１に係る前記アキシャルピストン装置１Ａにおけると同一部材
には同一符号を付して、その説明を適宜省略する。
【０１４０】
　まず、前記アキシャルピストン装置２Ａについて説明する。
　実施の形態１に係る前記アキシャルピストン装置１Ａにおいては、ポンプ軸として作用
する前記第１回転軸５０（１）及びモータ軸として作用する前記第２回転軸５０（２）が
同軸上に配置されている。
【０１４１】
　これに対し、本実施の形態に係る前記アキシャルピストン装置２Ａにおいては、前記第
１及び第２回転軸５０（１）、５０（２）は、互いに対して変位された状態で平行に配置
されている。
【０１４２】
　前記アキシャルピストン装置２Ａは、前記アキシャルピストン部材１Ａに比して、前記
ハウジング１０の代わりにハウジング７１０を有している。
【０１４３】
　前記ハウジング７１０は、前記第１及び第２アキシャルピストン部材６０（１）、６０
（２）を収容すると共に、前記第１回転軸５０（１）の一方の端面が面する第１油溜め空
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間２００（１）を画しつつ前記第１回転軸５０（１）を支持し且つ前記第２回転軸５０（
２）の一方の端面が面する第２油溜め空間２００（２）を画しつつ前記第２回転軸５０（
２）を支持するように構成されている。
【０１４４】
　詳しくは、図１３に示すように、前記ハウジング７１０は、前記第１及び第２アキシャ
ルピストン部材６０（１）、６０（２）が挿通可能な開口が設けられたハウジング本体７
１５と、前記開口を閉塞するように前記ハウジング本体７１５に着脱可能に連結されるポ
ートブロック７２０と、前記第１油溜め空間２００（１）を形成するように前記ポートブ
ロック７２０及び前記ハウジング本体７１５が連結されたハウジングアッセンブリに着脱
自在に連結される第１カバー体７３０（１）と、前記第２油溜め空間２００（２）を形成
するように前記ハウジングアッセンブリに着脱自在に連結される第２カバー体７３０（２
）とを有している。
【０１４５】
　前記ハウジング本体７１５は、前記第１及び第２回転軸５０（１）、５０（２）の軸線
方向に延び且つ軸線方向一端側に前記開口を画する周壁７１６と、前記周壁７１６の軸線
方向他端側を閉塞する端壁７１７とを有している。
【０１４６】
　前記第１回転軸５０（１）は、軸線方向両端側が前記ポートブロック７２０及び前記端
壁７１７に軸受部材５５ａ（１）、５５ｂ（１）を介して軸線回り回転自在に支持されて
いる。
【０１４７】
　同様に、前記第２回転軸５０（２）は、軸線方向両端側が前記ポートブロック７２０及
び前記端壁７１７に軸受部材５５ａ（２）、５５ｂ（２）を介して軸線回り回転自在に支
持されている。
【０１４８】
　本実施の形態においては、前記第１回転軸５０（１）の軸線方向一方側の第１端側５０
ａ（１）が前記ポートブロック７２０に軸受部材５５ａ（１）を介して支持され、軸線方
向他方側の第２端側５０ｂ（１）が前記端壁７１７に軸受部材５５ｂ（１）を介して支持
されている。
【０１４９】
　そして、前記第２回転軸５０（２）の軸線方向一方側の第１端側５０ａ（２）が前記ポ
ートブロック７２０に軸受部材５５ａ（２）を介して支持され、軸線方向他方側の第２端
側５０ｂ（２）が前記端壁７１７に軸受部材５５ｂ（２）を介して支持されている。
【０１５０】
　なお、本実施の形態においては、前記第１回転軸５０（１）の前記第２端側５０ｂ（１
）が前記端壁７１７から外方へ延在されて、駆動源９００（図３参照）によって作動的に
駆動される入力端部を形成しており、前記第２回転軸５０（２）の前記第１端側５０ａ（
２）が前記ポートブロック７２０から外方へ延在されて、出力端部を形成している。
【０１５１】
　図１３に示すように、本実施の形態に係る前記アキシャルピストン装置２Ａは、ポンプ
軸として作用する前記第１回転軸５０（１）によって駆動され、チャージポンプとして作
用する補助ポンプ９１０を一体的に有しており、前記補助ポンプ９１０を囲繞するように
前記ハウジングアッセンブリに連結される補助ポンプケース９１５が前記第１カバー体７
３０（１）として作用している。
【０１５２】
　本実施の形態においては、図１３に示すように、前記第１回転軸５０（１）の第１端側
５０ａ（１）は前記ポートブロック７２０より外方へ延在されており、前記補助ポンプ９
１０は前記第１端側５０ａ（１）の外方延在部によって駆動されている。
【０１５３】
　そして、前記第１カバー体７３０（１）として作用する前記補助ポンプケース９１５は
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、前記第１回転軸５０（１）の第１端側５０ａ（１）の端面との間に前記第１油溜め空間
２００（１）を画しつつ、前記補助ポンプ９１０及び前記第１回転軸５０（１）の第１端
側５０ａ（１）の外方延在部を囲繞するように前記ポートブロック７２０に連結されてい
る。
【０１５４】
　一方、前記第２カバー体７３０（２）は、前記第２回転軸５０（２）の第２端側５０ｂ
（２）の端面との間に前記第２油溜め空間２００（２）を形成しつつ前記端壁７１７に連
結されている。
【０１５５】
　詳しくは、前記第２回転軸５０（２）の第２端側５０ｂ（２）は、端面が外部に露出し
た状態で前記端壁７１７に支持されている。
　そして、前記第２カバー体７３０（２）は、前記第２回転軸５０（２）の第２端側５０
ｂ（２）の端面との間に前記第２油溜め空間２００（２）を画しつつ、前記端壁７１７に
連結されている。
【０１５６】
　ここで、本実施の形態に係るアキシャルピストン装置２Ａの潤滑油供給構造について説
明する。
　図１３に示すように、前記潤滑油供給構造は、油源からの油を受け入れ可能な状態で前
記第１回転軸５０（１）の一方側の端面に面する前記第１油溜め空間２００（１）と、前
記第１回転軸５０（１）に形成された第１回転軸側供給油路２１１（１）と、油源からの
油を受け入れ可能な状態で前記第２回転軸５０（２）の一方側の端面に面する前記第２油
溜め空間２００（２）と、前記第２回転軸５０（２）に形成された第２回転軸側供給油路
２１１（２）とを有している。
【０１５７】
　前記第１回転軸側供給油路２１１（１）は、前記第１回転軸５０（１）の両端面のうち
前記第１油溜め空間２００（１）に面する第１端側の端面に開口された第１軸線孔２１５
（１）と、一端部が前記第１軸線孔２１５（１）に流体接続され且つ他端部が前記第１ア
キシャルピストン部材６０（１）に向けて前記第１回転軸５０（１）の外表面に開口され
た第１アキシャルピストン部材用潤滑油孔２２０（１）とを有している。
【０１５８】
　前記第２回転軸側供給油路２１１（２）は、前記第２回転軸５０（２）の両端面のうち
前記第２油溜め空間２００（２）に面する第２端側の端面に開口された第２軸線孔２１５
（２）と、一端部が前記第２軸線孔２１５（２）に流体接続され且つ他端部が前記第２ア
キシャルピストン部材６０（２）に向けて前記第２回転軸５０（２）の外表面に開口され
た第２アキシャルピストン部材用潤滑油孔２２０（２）とを有している。
【０１５９】
　このように、本実施の形態においても、前記第１及び第２回転軸５０（１）、５０（２
）に形成された第１及び第２軸線孔２１５（１）、２１５（２）が、それぞれ、前記第１
及び第２油溜め空間２００（１）、２００（２）に面する端面に開口されており、対応す
る前記第１及び第２油溜め空間２００（１）、２００（２）から前記第１及び第２軸線孔
２１５（１）、２１５（２）に潤滑油が流れ込むようになっている。
【０１６０】
　従って、前記第１及び第２回転軸５０（１）、５０（２）の軸線回りの回転に伴う遠心
力によって潤滑油の流れが妨げられることがなく、前記第１及び第２アキシャルピストン
部材６０（１）、６０（２）への潤滑油の流れを円滑に行うことができる。
【０１６１】
　本実施の形態においては、前記第１回転軸側供給油路２１１（１）は、図１３に示すよ
うに、さらに、一端部が前記第１軸線孔２１５（１）に流体接続され且つ他端部が前記第
１回転軸５０（１）の外表面のうち前記第１回転軸第１端側軸受孔１８ａ（１）内に位置
する部分に開口された第１端側潤滑油孔２２５ａ（１）を有しており、前記第１回転軸５
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０（１）の第１端側５０ａ（１）を支持する軸受部材５５ａ（１）へも潤滑油を供給する
ように構成されている。
　なお、前記第１回転軸５０（１）の第２端側５０ｂ（１）を支持する軸受部材５５ｂ（
１）へ潤滑油を供給する為の構成については後述する。
【０１６２】
　一方、本実施の形態において、前記第２回転軸側供給油路２１１（２）は、図１３に示
すように、さらに、一端部が前記第２軸線孔２１５（２）に流体接続され且つ他端部が前
記第２回転軸５０（２）の外表面のうち前記第２回転軸第１端側軸受孔１８ａ（２）内に
位置する部分に開口された第１端側潤滑油孔２２５ａ（２）と、一端部が前記第２軸線孔
２１５（２）に流体接続され且つ他端部が前記第２回転軸５０（２）の外表面のうち前記
第２回転軸第２端側軸受孔１８ｂ（２）内に位置する部分に開口された第２端側潤滑油孔
２２５ｂ（２）とを有しており、前記第２回転軸５０（２）の第１及び第２端側５０ａ（
２）、５０ｂ（２）をそれぞれ支持する軸受部５５ａ（２）、５５ｂ（２）材へも潤滑油
を供給するように構成されている。
【０１６３】
　次に、前記潤滑油供給構造に対する前記油源について説明する。
　本実施の形態においては、前記補助ポンプ９１０が前記潤滑油供給構造の油源として用
いられている。
【０１６４】
　詳しくは、前記ハウジング７１０には、一端側が前記補助ポンプ９１０の吐出側に流体
接続され且つ他端側が前記第１油溜め空間２００（１）に流体接続された第１潤滑油供給
油路７５０と、一端側が前記補助ポンプ９１０の吐出側に流体接続され且つ他端側が前記
第２油溜め空間２００（２）に流体接続された第２潤滑油供給油路７６０とが形成されて
いる。
【０１６５】
　図１３に示すように、前記第１潤滑油供給油路７５０は、前記第１カバー体７３０（１
）に形成されている。
【０１６６】
　一方、前記第２潤滑油供給油路７６０は、前記ポートブロック７２０に形成されたポー
トブロック側供給油路７６１と、前記ハウジング本体７１５に形成されたハウジング本体
側供給油路７６０とを有している。
【０１６７】
　前記ポートブロック側供給油路７６０は、一端側が前記チャージ油路１１１を介して前
記補助ポンプ９１０の吐出側に流体接続され且つ他端側が前記ハウジング本体７１５の前
記周壁７１６との当接部位に開口されている。
【０１６８】
　詳しくは、図１３に示すように、前記ポートブロック７２０には、一端側が前記補助ポ
ンプ９１０の吐出側に流体接続され且つ他端側が前記一対の作動油路１０１（図１３にお
いては図示せず）に前記チェック弁１１５（図１３においては図示せず）を介して流体接
続されたチャージ油路１１１が形成されている。
　そして、前記ポートブロック側供給油路７６１は、一端側が前記チャージ油路１１１に
流体接続されている。
【０１６９】
　前記ハウジング本体側供給油路７６０は、図１３に示すように、前記ハウジング本体７
１５を前記ポートブロック７２０に連結させた状態において前記ポートブロック側供給油
路７６０の他端部に流体接続されるように前記周壁７１６に形成された周壁油孔７６６と
、一端側が前記周壁油孔７６６に流体接続され且つ他端側が前記第２油溜め空間２００（
２）に流体接続されるように前記端壁７１７に形成された端壁油孔７６７とを有している
。
【０１７０】
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　斯かる構成において、前記端壁７１７には、一端側が前記端壁油孔７１７に流体接続さ
れ且つ他端側が前記第１回転軸５０（１９）の第２端側５０ｂ（１）を支持する軸受部材
５５ｂ（１）に向けて開口された油孔７８０が形成されており、前記油孔７８０を介して
前記ハウジング本体側供給油路７６５中の油が前記軸受部材５５ｂ（１）用の潤滑油とし
て供給されている。
【０１７１】
　なお、本実施の形態においては、図１３に示すように、前記端壁油孔７６７は、前記周
壁油孔７６６に流体接続された第１部分７６７ａと、前記第２油溜め空間２００（２）に
流体接続された第２部分７６７ｂとを有しており、前記第１及び第２部分７６７ａが前記
第１回転軸５０（１）の外表面のうち前記第１回転軸第２端側軸受孔１８ｂ（１）に位置
する部分に形成された環状溝５１を介して互いに対して流体接続されている。
【符号の説明】
【０１７２】
１Ａ～１Ｄ、２Ａ　　　　アキシャルピストン装置
１０　　　　　　　　　　ハウジング
１５（１）　　　　　　　第１ハウジング本体
１５（２）　　　　　　　第２ハウジング本体
１８ａ（１）　　　　　　第１回転軸第１端側軸受孔
１８ｂ（１）　　　　　　第１回転軸第２端側軸受孔
１８ａ（２）　　　　　　第２回転軸第１端側軸受孔
１８ｂ（２）　　　　　　第２回転軸第２端側軸受孔
２０　　　　　　　　　　ポートブロック
５０（１）　　　　　　　第１回転軸
５０（２）　　　　　　　第２回転軸
６０（１）　　　　　　　第１アキシャルピストン部材
６０（２）　　　　　　　第２アキシャルピストン部材
６１（１）　　　　　　　第１シリンダブロック
６１（２）　　　　　　　第２シリンダブロック
６２（１）　　　　　　　ピストン
６２（２）　　　　　　　ピストン
７０（１）　　　　　　　第１斜板
７０（２）　　　　　　　第２斜板
７１　　　　　　　　　　斜板本体
７５　　　　　　　　　　基部
１０１　　　　　　　　　作動油路
１１１　　　　　　　　　チャージ油路
１６７　　　　　　　　　可動斜板用第１油孔
１６８　　　　　　　　　可動斜板用第２油孔
２００　　　　　　　　　油溜め空間
２００（１）　　　　　　第１油溜め空間
２００（２）　　　　　　第２油溜め空間
２１０（１）　　　　　　第１回転軸側供給油路
２１０（２）　　　　　　第２回転軸側供給油路
２１５（１）　　　　　　第１軸線孔
２１５（２）　　　　　　第２軸線孔
２２０（１）　　　　　　第１アキシャルピストン部材用潤滑油孔
２２０（２）　　　　　　第２アキシャルピストン部材用潤滑油孔
２２５ａ（１）　　　　　第１回転軸第１端側潤滑油孔
２２５ｂ（１）　　　　　第１回転軸第２端側潤滑油孔
２２５ａ（２）　　　　　第２回転軸第１端側潤滑油孔
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２２５ｂ（２）　　　　　第２回転軸第２端側潤滑油孔
７１０　　　　　　　　　ハウジング
７１５　　　　　　　　　ハウジング本体
７２０　　　　　　　　　ポートブロック
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【図３】 【図４】
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